
Title 林語堂Moment in Peking翻訳出版をめぐる言説 : 日
中戦争期の文学場一面

Author(s) 松本, 和也

Citation 太宰治スタディーズ　別冊. 2015, 2, p. 10-24

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/102893

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



Ⅰ
昭
和
一
〇
年
代
の
文
学
研
究
を
構
想
す
る
時
、
中
国
と
い
う
視
点
は
欠

か
せ
な
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
と

機

機

昭
和
一
二
年
七
月
七
日
の
盧
溝
橋

事
件
以
降
、
文
学
者
の
関
心
・
行
動
、
作
品
の
モ
チ
ー
フ
、
受
容
モ
ー
ド

（
の
変
容
）
な
ど
、
中
国
（
日
中
戦
争
）
と
い
う
要
素
は
、
直
接
的
・
間

接
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
文
学
（
場
）
と
切
り
結
ん
で
い
く
。
（
１
）

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
問
題
領
域
は
、
そ
の
重
要
性
に
み
あ
っ

た
か
た
ち
で
は
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
そ
の
文
学
活
動

（
２
）

期
の
大
半
が
日
中
戦
争
期
と
重
な
る
太
宰
治
の
場
合
、「
清
貧
譚
」（「
新

潮
」
昭
一
六
・
一
）
や
「
竹
青
」（「
文
藝
」
昭
二
〇
・
四
）
を
と
り
あ
げ

た
上
で
の
中
国
古
典
と
の
比
較
検
討
は
多
々
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
現

代
中
国
と
の
関
係
と
な
れ
ば
、『
惜
別
』（
昭
二
〇
・
九
、
朝
日
新
聞
社
）

を
論
じ
る
際
に
か
ろ
う
じ
て
散
見
さ
れ
る
程
度
に
と
ど
ま
る
。
（
３
）

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
日
中
戦
争
期
の
文
学
場
に
お
け
る
中
国
と
い
う
要

素
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
林
語
堂
（L

in
Y
u
ta
n
g
1
8
9
5
-1
9
7
6

）

の
小
説M

o
m
en
t
in
P
ekin
g
1939

（

）
に
注
目
す
る
。
こ
の
時
期
の
林
語

堂
の
邦
訳
（
状
況
）
に
つ
い
て
は
、
河
村
昌
子
に
次
の
指
摘
が
あ
る
。

日
中
関
係
が
緊
追
し
、
開
戦
も
間
近
で
あ
っ
た
当
時
、
日
本
の
言
論

界
に
は
、
中
国
を
知
る
こ
と
が
日
本
人
に
と
っ
て
の
急
務
だ
と
す
る

考
え
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
林
語
堂
の
著
作
は
、
中
国

お
よ
び
中
国
人
の
真
実
を
客
観
的
に
説
明
し
た
、
信
頼
で
き
る
資
料

と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

（
４
）

つ
ま
り
、M

o
m
en
t
in
P
ekin
g

は
、
小
説
で
あ
る
と
同
時
に
現
代
中
国

に
関
す
る
概
説
書
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
た
だ
し
、
同
書
は
在
米
中
国
人
が

中
国
現
代
史
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
書
い
た
も
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
日
本
に
対

す
る
批
判
的
な
記
述
も
含
み
、
多
義
的
な
意
味
作
用
を
孕
ん
で
い
た
。

本
稿
の
ね
ら
い
は
、
日
中
開
戦
以
前
の
中
国
へ
の
関
心
を
素
描
し
た
上

10

林
語
堂M

o
m
e
n
t
in

P
e
k
in
g

翻
訳
出
版
を
め
ぐ
る
言
説

日
中
戦
争
期
の
文
学
場
一
面

松

本

和

也



で
（
Ⅱ
）、M

o
m
en
t
in
P
ekin
g

の
翻
訳
・
出
版
状
況
お
よ
び
パ
ラ
テ
ク

ス
ト
の
検
討
を
行
い
（
Ⅲ
）、
翻
訳
書
の
受
容
を
め
ぐ
る
様
相
‐
言
表
を
分

析
す
る
こ
と
で
（
Ⅳ
）、
日
中
戦
争
期
の
文
学
場
に
お
け
る
中
国
と
い
う
要

素
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
一
視
点
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。

Ⅱ
昭
和
一
〇
年
代
の
文
学
場
（
の
変
動
）
と
い
う
視
座
か
ら
み
れ
ば
、
中

国
（
と
い
う
要
素
）
へ
の
関
心
は
、
日
中
開
戦
が
大
き
な
転
機
に
は
違
い

な
い
が
、
そ
れ
以
前
に
も
、
魯
迅
な
ど
を
中
心
に
み
ら
れ
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
関
心
に
供
給
（
翻
訳
）
が
追
い
つ
い
て
い
な
か
っ
た
と

（
５
）

い
う
の
が
当
時
の
実
情
で
あ
っ
て
、
一
戸
務
「
支
那
文
学
の
翻
訳
」（「
書

物
展
望
」
昭
一
一
・
四
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
み
ら
れ
る
。

中
華
民
国
成
立
以
来
に
な
つ
て
か
ら
所
謂
新
文
学
運
動
に
活
躍
し
て

現
在
の
新
生
活
運
動

文
芸
復
興
期
に
至
る
ま
で
、
幾
多
諸
種

派
の
文
学
運
動
を
中
心
と
し
て
数
百
人
の
新
人
作
家
が
輩
出
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
代
表
作
を
残
し
て
ゐ
る
が
、
現
代
作
家
と
し
て
日
本
に
紹

介
さ
れ
て
ゐ
る
文
人
は
殆
ん
ど
無
い
と
云
は
れ
て
も
よ
い
。
僅
か
に

魯
迅
一
人
ぐ
ら
ゐ
が
や
ゝ
完
全
に
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
程
度
で
あ
る
。

（
三
〇
九
頁
）

同
じ
頃
、
中
国
文
学
の
紹
介
に
力
を
入
れ
て
い
た
「
文
藝
」
誌
上
で
は
、

《
日
本
の
文
壇
に
は
、
支
那
或
は
支
那
人
を
主
題
に
し
た
、
乃
至
そ
れ
に

触
れ
た
創
作
が
乏
し
い
気
が
す
る
》（
三
七
頁
）
と
い
う
藤
森
成
吉
が
「
支

那
を
描
け
！
」（
昭
一
一
・
六
）
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
も
い
た
。

わ
れ
わ
れ
が
支
那
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、

単
に
隣
国
だ
か
ら
、
と
い
ふ
理
由
か
ら
で
は
な
い
。
現
在
、
わ
れ
わ

れ
に
取
つ
て
支
那
は
隣
国
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
運
命
は
、
直

接
わ
が
国
の
、
わ
れ
わ
れ
の
運
命
に
関
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
ほ
ど
密
接

な
微
妙
な
関
係
に
立
つ
て
ゐ
る
国
は
、
こ
こ
数
十
年
来
外
に
あ
る
ま

い
。（
三
八
頁
）

日
中
開
戦
以
前
に
あ
っ
て
も
重
要
な
《
支
那
》
に
つ
い
て
、
し
か
も
、

《
最
も
支
那
に
近
く
住
み
、
文
字
も
同
じ
形
象
文
字
な
ら
、
皮
膚
も
同
じ

色
を
し
て
居
り
、
過
去
の
文
化
的
闊
歩
も
ど
こ
の
国
の
人
よ
り
も
深
く
持

ち
な
が
ら
》（
新
居
格
「
現
代
支
那
の
題
材
性
」、「
文
藝
」
昭
一
一
・
六
、

一
〇
四
頁
）、《
現
代
支
那
を
書
い
た
小
説
を
読
ま
う
と
し
て
一
般
人
は
日

本
の
作
家
が
こ
れ
を
供
給
し
て
く
れ
な
い
か
ら
、
仕
方
な
く
魯
迅
や
パ
ー

ル
・
バ
ツ
ク
を
読
》（
小
林
秀
雄
「
不
安
定
な
文
壇
人
の
知
識

方
法
論
偏

重
の
破
れ
」、「
読
売
新
聞
」
昭
一
二
・
一
二
・
三
一
、
五
面
）
ま
ざ
る
を

得
な
い
よ
う
な
状
況
が
つ
づ
い
て
い
た
の
だ
。

（
６
）

そ
う
し
た
中
、
林
語
堂
紹
介
の
キ
ー
・
パ
ー
ソ
ン
の
一
人
で
あ
る
新
居

格
は
、
林
語
堂
のM

y
C
o
u
n
try
a
n
d
M
y
P
eo
p
le
1935

（

）
を
邦
訳
前
か

ら
「
林
語
堂
著

支
那
と
支
那
の
民
衆
“M

y
C
o
u
n
try
a
n
d
M
y

P
e
o
p
le

”b
y
L
in
Y
u
ta
n
g

」」（「
学
鐙
」
昭
一
二
・
八
）
で
紹
介
し
て
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も
い
た
。
そ
の
際
、
新
居
は
《
今
日
我
国
は
支
那
と
ト
ラ
ブ
ル
を
も
つ
て

ゐ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
本
書
の
如
き
は
我
々
日
本
人
に
と
つ
て
は
必
読
の

書
》（
一
七
頁
）
だ
と
同
書
を
位
置
づ
け
て
い
た
。
ま
た
、『
我
国
民
・
我

国
土
』（
昭
一
三
・
七
、
豊
文
書
院
）
を
訳
出
し
た
後
に
も
、
新
居
は

「
「
わ
が
郷
土
」
に
就
い
て
」（「
文
藝
」
昭
一
二
・
一
一
）
で
《
支
那
の

真
相
を
暴
露
し
た
支
那
を
知
る
た
め
に
は
非
常
に
よ
き
本
》・《
今
日
の
わ

れ
わ
れ
に
は
支
那
の
真
実
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
書
の
紹

介
が
我
国
で
時
に
必
要
だ
と
も
信
じ
た
》（
二
〇
六
頁
）
と
し
て
、
時
局
を

関
数
と
し
た
同
書
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
林
語
堂
「
わ
が
郷

土
」
と
同
時
掲
載
の
「
林
語
堂
」（「
文
藝
」
昭
一
二
・
一
一
）
に
お
い
て
、

笠
間
杲
雄
も
次
の
よ
う
な
か
た
ち
で
林
語
堂
の
著
作
を
重
ん
じ
て
い
る
。

多
く
の
自
称
支
那
通
の
何
度
も
蒸
し
返
さ
れ
る
支
那
論
よ
り
も
、

林
氏
や
パ
ー
ル
・
バ
ツ
ク
の
「
大
地
」
以
下
の
三
部
作
な
ど
が
、
実

相
支
那
を
説
い
て
、
真
髄
を
穿
つ
て
ゐ
る
。
刻
下
此
の
必
読
の
文
章

に
よ
つ
て
、
我
国
民
の
対
支
認
識
を
深
め
る
べ
き
も
の
と
思
ふ
。

（
一
八
四
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
日
中
開
戦
以
降
、
局
所
的
な
が
ら
《
支
那
を
知
る
た
め
》

に
林
語
堂
の
著
作
が
邦
訳
さ
れ
、
そ
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
く
動
き

は
明
ら
か
だ
が
、
他
方
で
は
そ
の
影
響
力
ゆ
え
に
警
戒
さ
れ
て
も
い
く
。

《
事
変
は
勃
発
し
、
や
う
や
く
「
林
語
堂
」
の
名
は
支
那
を
論
ず
る
に

当
つ
て
の
重
要
な
も
の
ゝ
一
つ
と
な
つ
た
》
と
い
う
認
識
を
示
す
阿
部
知

二
は
、「
林
語
堂
の
「
支
那
」（
一
）
文
才
巧
み
な
宣
伝
の
成
功
」（「
東
京

日
日
新
聞
」
昭
一
三
・
九
・
二
〇
夕
）
に
お
い
て
、《
私
は
、
い
ま
そ
の
林

語
堂
な
る
存
在
及
び
彼
の
言
論
に
対
し
て
、
わ
れ

く
日
本
人
は
、
い
か

な
る
態
度
を
も
つ
て
臨
む
べ
き
か
》を
考
え
る
べ
き
だ
と
主
張
し
、《
わ
れ

く
は
、
も
つ
と
抜
差
し
な
ら
ぬ
立
場
で
、
彼
の
表
現
す
る
と
こ
ろ
の

「
支
那
」
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
》（
五
面
）
と
、
日
本
人
読
者
へ
の

注
意
を
促
す
。
連
載
最
終
回
の
「
林
語
堂
の
「
支
那
」（
三
）
日
本
は
い
か

に
見
る
べ
き
か
」（「
東
京
日
日
新
聞
」
昭
一
三
・
九
・
二
二
夕
）
で
阿
部

は
、
次
の
よ
う
に
、
林
語
堂
を
介
し
て
《
支
那
》
を
考
え
る
際
の
注
意
点

を
整
理
し
、
警
告
を
発
し
て
い
る
。

も
し
支
那
が
、
全
面
的
に
彼
の
い
ふ
ご
と
く
、
非
政
治
的
な
悠
々
た

る
柔
和
な
人
間
味
に
溢
れ
た
人
々
の
み
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
は

た
ゞ
今
の
日
本
に
と
つ
て
何
と
都
合
の
い
ゝ
こ
と
で
あ
ら
う
。〔
略
〕

…
…
た
ゞ
、
そ
の
他
に
、
も
う
一
つ
の
「
支
那
」
が
あ
る
の
だ
。
曰

く
、
国
民
政
府
、
共
産
党
そ
の
他
が
造
り
上
げ
ん
と
し
た
支
那
だ
。

こ
の
、
新
し
く
造
り
上
げ
ん
と
し
た
支
那

い
ま
日
本
に
抵
抗

し
て
ゐ
る
油
断
な
ら
ぬ
支
那

。
こ
れ
は
林
語
堂
の
「
支
那
論
」

で
い
へ
ば
、
支
那
人
の
「
本
質
」
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。（
五
面
）

要
す
る
に
、
日
中
戦
争
下
の
時
局
に
あ
っ
て
、
抗
日
と
い
う
要
素
の
有
無

が
中
国
を
め
ぐ
る
重
大
な
争
点
な
の
で
あ
り
、
そ
の
時
、
林
語
堂
（
の
著

作
）
が
示
す
も
の
は
、
日
本
の
立
場
か
ら
す
る
と
両
義
的
に
映
じ
る
は
ず

12



で
、
こ
と
に
よ
れ
ば
反
日
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
さ
え
読
め
る
の
だ
。

事
実
、《
林
語
堂
は
極
め
て
端
的
に
反
日
的
》
・
《
彼
は
わ
が
国
を
理
解

し
よ
う
と
し
な
い
し
、
わ
が
国
の
主
張
に
耳
を
傾
け
よ
う
と
し
な
い
》（
一

二
二
頁
）
と
い
う
見
方
を
示
す
「
林
語
堂
と
新
支
那
の
誕
生
」（「
セ
ル
パ

ン
」
昭
一
四
・
五
）
の
郷
三
之
助
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
。

即
ち
林
語
堂
の
称
す
る
近
代
化
と
は
、
取
り
も
な
ほ
さ
ず
支
那
の

新
た
に
覚
醒
せ
ら
れ
た
民
族
意
識
を
意
味
し
、
し
か
も
こ
れ
は
進
歩

と
共
に
闘
争
を
伴
ふ
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。
／
し
か
も
注
意
す
べ
き

は
、
こ
の
支
那
の
近
代
化
と
は
、
新
た
な
る
支
那
民
族
意
識
の
高
揚

を
指
す
と
同
時
に
、
も
つ
と
具
体
的
に
言
へ
ば
抗
日
意
識
の
高
揚
化

を
意
味
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。〔
略
〕
林
語
堂
は
、
こ
の
支
那
の
近
代

化
、
即
ち
抗
日
意
識
の
高
揚
は
決
し
て
蒋
介
石
政
権
の
煽
動
に
よ
る

も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
外
敵
の
圧
迫
に
よ
り
、
自
然
発
生
的
に
民
衆

の
間
に
醸
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
ふ
こ
と
を
彼
の
見
解
の
基
本
と
し

て
述
べ
立
て
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
点
は
少
し
常
識
を
備
へ
た

者
な
ら
、
支
那
の
抗
日
教
育
が
い
か
に
根
強
く
ま
た
執
拗
に
行
は
れ

た
か
の
事
実
と
矛
盾
す
る
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
る
が
、
東
洋
の
知
識
に

迂
遠
な
白
人
達
は
、
林
語
堂
の
か
う
し
た
見
解
の
基
本
を
そ
の
ま
ま

信
じ
込
ん
で
し
ま
ふ
恐
れ
が
あ
る
。（
一
二
三
‐
一
二
四
頁
）

つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
で
言
論
活
動
を
展
開
す
る
林
語
堂
の
著
作
は
、
日

本
国
内
で
は
中
国
の
実
情
を
知
る
た
め
の
概
説
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
諸

外
国
か
ら
す
れ
ば
、
中
国
の
立
場
か
ら
み
た
日
中
戦
争
の
入
門
書
で
あ
り
、

そ
の
際
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
日
本
（
像
）
が
、
日
本
に
好
都
合
な
か
た
ち

で
読
み
と
ら
れ
て
い
く
と
は
限
ら
な
い
の
だ
。
こ
う
し
た
林
語
堂
の
著
作

が
孕
む
（
日
本
側
か
ら
み
た
）
多
義
性
は
、M

o
m
en
t
in
P
ekin
g

の
訳

出
・
刊
行
に
お
い
て
も
、
当
然
重
要
な
争
点
と
さ
れ
て
い
く
。

Ⅲ
昭
和
一
五
年
に
三
社
よ
り
翻
訳
出
版
さ
れ
たM

o
m
en
t
in
P
ekin
g

原
著

は
、
昭
和
一
四
年
一
一
月
一
六
日
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｊ
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ

（
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
夫
）
が
経
営
す
る
ジ
ョ
ン
・
デ
ウ
出
版
社
か
ら
刊

行
さ
れ
た
。
本
節
で
は
、
邦
訳
書
の
、
書
物
と
し
て
の
性
格
を
検
証
し
て

い
く
が
、
ま
ず
はM

o
m
en
t
in
P
ekin
g

の
概
要
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

本
書
の
内
容
は
、
い
ま
か
ら
数
え
れ
ば
約
五
十
年
前
の
一
九
○
○

年
夏
、
す
な
わ
ち
義
和
団
事
件
の
時
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
四
十
年
間

に
わ
た
る
新
中
国
の
動
乱
期
を
歴
史
的
背
景
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
遠
景
を
な
す
も
の
は
悠
久
の
昔
に
さ
か
の
ぼ
る
中
国

民
族
の
生
活
史
で
あ
り
、
人
生
哲
学
で
あ
る
。
義
和
団
の
乱
、
戊
戌

政
変
、
辛
亥
革
命
、
五
四
運
動
、
国
民
革
命
、
東
北
事
変
（
満
洲
事

変
）、
全
面
抗
戦
な
ど
の
歴
史
上
の
事
実
が
作
中
に
登
場
す
る
多
数

人
物
の
上
に
投
影
さ
れ
、
四
十
年
間
に
現
わ
れ
た
有
名
人
物
の
思
想

と
活
動
を
、
波
瀾
を
極
め
た
歴
史
的
変
貌
の
中
に
、
驚
く
べ
き
鮮
か

さ
を
も
つ
て
描
き
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
さ
す
が
中
国
が
世
界
に
誇
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る
最
大
の
叡
知
た
る
巨
匠
の
貫
録
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
作
者
の

偉
大
な
る
企
図
と
理
想
と
を
、
非
常
な
情
熱
を
も
つ
て
表
現
し
た
不

朽
の
名
作
で
あ
る
。

（
７
）

こ
う
し
たM

o
m
en
t
in
P
ekin
g

は
、
以
下
の
よ
う
に
翻
訳
出
版
さ
れ
た
。

＊
今
日
の
問
題
社
版

鶴
田
知
也
訳
『
北
京
の
日

上
巻
（
道
教
の
娘
た
ち
）』

（
昭
一
五
・
一
、
全
四
三
〇
頁
）

鶴
田
知
也
訳
『
北
京
の
日

下
巻
（
庭
の
悲
劇
／
秋
の
歌
）』

（
昭
一
五
・
二
、
全
五
〇
三
頁
）

＊
四
季
書
房
版

小
田
嶽
夫
・
庄
野
満
雄
訳
『
北
京
好
日

第
一
部
道
家
の
娘
た
ち
』

（
昭
一
五
・
三
、
全
四
二
三
頁
）

小
田
嶽
夫
監
修
・
中
村
雅
男
訳
『
北
京
好
日

第
二
部
庭
の
悲
劇
』

（
昭
一
五
・
九
、
全
二
九
九
頁
）

小
田
嶽
夫
監
修
・
松
本
正
雄
訳
『
北
京
好
日

第
三
部
秋
の
歌
』

（
昭
一
五
・
九
、
全
三
六
〇
頁
）

＊
明
窓
社
版

藤
原
邦
夫
訳
『
物
語

北
京
歴
日
』
（
昭
一
五
・
七
、
全
三
〇
八
頁
）

い
ず
れ
も
、
一
応
は
全
三
部
を
カ
バ
ー
し
た
内
容
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
邦
訳
後
の
分
量
（
頁
数
）
に
は
大
き
な
ひ
ら
き
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

後
述
す
る
版
元
・
訳
者
に
よ
る
削
除
問
題
と
も
関
わ
る
。

第
一
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
今
日
の
問
題
社
に
よ
る
、
二
冊
本
の
『
北
京

の
日
』
で
あ
る
。
ま
ず
、
下
巻
に
付
さ
れ
た
巻
末
広
告
文
を
引
い
て
お
く
。

天
才
林
語
堂
が
次
期
ノ
ー
ベ
ル
賞
獲
得
を
目
ざ
し
た
世
紀
的
世
界

文
学
の
圧
巻
！

堂
々
二
千
枚
に
達
す
る
大
長
篇
の
日
本
語
へ
の
訳

出
は
、
四
ヶ
月
に
亙
る
訳
者
鶴
田
知
也
氏
の
苦
心
に
よ
つ
て
、
い
よ

く
完
成
！

第
三
回
芥
川
賞
の
鶴
田
氏
が
心
血
を
傾
注
し
た
流

麗
な
る
訳
文
は
、
原
作
者
と
同
郷
の
立
教
大
学
講
師
陳
文
彬
氏
の
厳

密
な
る
考
証
と
相
俟
つ
て
、
他
の
追
随
を
絶
対
に
許
さ
ぬ
完
全
な
る

邦
訳
と
し
て
、
原
作
の
価
値
を
い
よ

く
高
め
た
！
／
支
那
を
知
る

小
説
と
し
て
、
支
那
の
民
族
性
を
理
解
す
る
社
会
小
説
、
支
那
の
伝

統
を
知
る
歴
史
小
説
と
し
て
、
日
本
読
書
界
を
感
激
の
坩
渦
の
中
に

投
ぜ
ず
に
は
置
か
な
い
も
の
が
あ
る
！

訳
者
で
あ
る
鶴
田
知
也
は
、
上
巻
に
付
し
た
「
訳
者
の
言
葉
」
で
、《『
北

京
の
日
』
に
は
、
内
側
か
ら
、
中
国
人
自
身
が
、
赤
裸
々
に
描
い
た
中
国

が
あ
る
！
／
そ
こ
に
は
、『
我
が
闘
士
、
我
が
国
民
』
の
名
著
を
書
い
た
作

者
の
、
博
識
と
造
詣
と
に
よ
つ
て
、
中
国
の
人
情
・
風
俗
・
習
慣
・
風

土
・
歴
史
・
宗
教
・
哲
学
等
々
の
真
実
の
像
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
》（
一
頁
）

と
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た
上
で
、
同
書
を
《
二
千
六
百
年
々
頭
に
、
あ
ら

ゆ
る
意
味
に
於
い
て
、
我
々
に
意
義
あ
る
作
品
》（
三
頁
）
と
意
味
づ
け
て

い
る
。
ま
た
、
下
巻
に
附
さ
れ
た
「
完
訳
に
附
し
て
」
で
鶴
田
は
、
次
の
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よ
う
に
、
本
書
が
果
た
し
得
る
意
味
作
用
に
言
及
し
て
い
る
。

さ
れ
ば
、
こ
の
傾
向
の
打
破
に
つ
い
て
は
、
幾
度
か
賢
明
な
批
評
家

諸
氏
の
指
摘
し
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
、
有
能
な
作
家
の
幾
人
か
は
已

に
そ
の
方
向
に
進
み
つ
上
あ
る
の
で
あ
る
。『
北
京
の
日
』
は
、
こ
ゝ

を
以
つ
て
わ
が
国
の
文
学
界
に
大
き
な
示
唆
を
与
へ
る
も
の
と
私
は

確
信
す
る
。（
二
頁
）

こ
こ
に
い
う
《
傾
向
》
と
は
、M

o
m
en
t
in
P
ekin
g

を
抗
日
の
書
と
見

做
し
て
排
そ
う
と
す
る
動
き
の
こ
と
で
、
鶴
田
は
そ
う
し
た
見
方
が
あ
る

こ
と
を
一
度
提
示
し
た
上
で
、
再
批
判
を
展
開
し
た
こ
と
に
な
る
。

ひ
と
た
び

総
じ
て
、『
北
京
の
日
』
は
、
他
な
ら
ぬ
現
在
の
時
局
下
に
お
け
る
中
国

理
解
の
た
め
の
重
要
な
書
物
‐
概
説
書
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
文
学
作
品
と
し
て
の
価
値
も
擁
し
た
作
品
と
さ
れ
て
い
た
。

第
二
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
四
季
書
房
に
よ
る
三
冊
本
の『
北
京
好
日
』

で
あ
る
。
ま
ず
、
各
巻
に
付
さ
れ
た
巻
末
広
告
文
を
引
い
て
お
く
。

今
こ
こ
に
小
社
上
梓
す
る
と
こ
ろ
の
『
北
京
好
日
』
は
、
悠
久
五

千
年
の
支
那
民
族
史
を
、
北
京
の
新
し
き
四
十
年
の
中
に
表
現
せ
ん

と
し
た
林
語
堂
の
野
心
作
で
あ
り
、
近
代
の
男
性
と
女
性
が
ど
ん
な

ふ
う
に
成
長
し
、
又
相
互
に
生
き
合
ふ
こ
と
を
学
ぶ
か
、
人
は
い
か

に
し
て
愛
し
憎
み
、
争
ひ
宥
し
、
楽
し
み
且
つ
苦
し
む
か
、
如
何
に

し
て
或
種
の
生
活
の
習
癖
と
思
考
の
様
式
と
が
作
ら
れ
る
か

人
争
ひ
神
し
ろ
し
召
す
人
生
の
す
が
た
を
ば
、
彼
は
「
彼
の
国
土
と

彼
の
国
民
」
の
中
か
ら
探
し
求
め
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
、
げ
に
彼

が
副
題
し
た
如
く
、「
近
代
支
那
生
活
の
小
説
」
と
し
て
、
世
界
文
学

の
中
に
聳
立
す
る
不
滅
の
一
大
金
字
塔
で
あ
り
、
ま
た
こ
こ
に
こ
そ

私
達
は
同
じ
き
東
洋
人
と
し
て
「
我
国
土
・
我
国
民
」
を
ば
新
し
く

発
見
す
る
で
あ
ら
う
。

こ
こ
で
は
、
作
品
概
要
と
あ
わ
せ
て
、《
同
じ
き
東
洋
人
》
た
る
林
語
堂

と
の
日
本
人
読
者
の
近
さ

機

機

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
第
一
部
に
付
さ
れ
た

「
訳
者
序
」
で
小
田
嶽
夫
が
、
同
書
に
つ
い
て
《
世
相
を
巧
み
に
写
し
た

小
説
》・《
支
那
生
活
の
書
》・《
人
生
の
書
》・《
宇
宙
の
書
》
の
い
ず
れ
を

も
兼
ね
備
え
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
以
て
《
近
代
の
最
も
東
洋
的
な
大
長

篇
小
説
》（
二
頁
）
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
。

第
二
部
に
付
さ
れ
た
「
序
」
で
、《
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
り
得
て
も
、

到
底
ノ
ヴ
ェ
ル
と
呼
ぶ
こ
と
は
出
来
な
い
》
と
『
北
京
好
日
』
を
評
す
る

中
村
雅
男
は
《
我
々
が
こ
の
小
説
に
期
待
で
き
る
の
は
、
寧
ろ
比
較
的
に

リ
ア
ル
な
書
き
方
で
現
代
の
支
那
、
ま
た
は
支
那
人
を
見
せ
て
呉
れ
る

点
》
だ
と
し
た
上
で
、《
わ
れ
わ
れ
支
那
に
関
す
る
素
人
を
啓
発
し
て
呉
れ

る
最
も
良
い
入
門
書
》（
三
‐
四
頁
）
だ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

第
三
部
に
付
さ
れ
た
「
序
に
代
へ
て
」
で
松
本
正
雄
は
、《
こ
の
小
説
の

第
三
部
が
、
日
支
事
変
を
背
景
と
し
て
ゐ
る
か
ら
と
言
つ
て
、
こ
れ
を
際

物
視
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
》（
一
頁
）
と
、
問
題
含
み
の

争
点
に
積
極
的
に
言
及
し
つ
つ
同
書
の
位
置
づ
け
を
提
示
し
て
い
く
。

15



《
仮
り
に
そ
れ
が
反
日
的
な
意
図
の
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
と
し
て
も
、

ど
う
し
て
そ
の
訳
出
を
訳
出
と
し
て
貶
し
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
》
と
訳

者
の
立
場
を
示
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
同
書
の
意
義
を
説
い
て
い
く
。

支
那
と
戦
ふ
に
せ
よ
、
こ
れ
と
提
携
す
る
に
せ
よ
、
そ
の
国
の

人
々
の
思
想
、
感
情
を
学
ぶ
こ
と
は
決
し
て
無
用
の
こ
と
で
は
な
い
。

就
中
、
そ
の
国
の
人
々
が
日
本
に
関
し
て
い
か
な
る
考
へ
を
持
つ
て

ゐ
る
か
、
事
変
に
対
し
て
ど
ん
な
風
に
感
じ
て
ゐ
る
か
を
知
る
こ
と

は
む
し
ろ
喫
緊
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
林
語
堂
の
こ
の
小

説
が
、
た
と
え
最
初
の
一
行
か
ら
最
後
の
一
句
に
到
る
ま
で
、
日
本

に
対
す
る
反
感
に
満
ち
て
ゐ
る
に
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
熟

読
玩
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
汎
ん
や
「
北

京
好
日
」
一
篇
が
、
た
だ
な
る
反
日
文
章
で
は
な
く
、
支
那
の
近
世

の
歴
史
を
背
景
と
し
て
、
支
那
人
の
近
代
文
明
に
対
す
る
態
度
や
、

新
生
活
に
対
す
る
情
感
や
、
若
い
世
代
の
混
沌
と
し
た
中
に
も
溌
刺

と
し
た
も
の
の
あ
る
生
き
た
姿
を
描
い
た
も
の
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ

の
学
び
取
る
と
こ
ろ
の
決
し
て
少
な
く
な
い
一
種
の
「
文
献
」
で
あ

る
に
於
い
て
を
や
で
あ
る
。（
二
‐
三
頁
）

し
て
み
れ
ば
、『
北
京
好
日
』
も
ま
た
、
他
な
ら
ぬ
現
在
の
時
局
下
に
お

け
る
中
国
理
解
の
た
め
の
重
要
な
《「
文
献
」》
で
あ
り
、
そ
こ
に
孕
ま
れ

た
政
治
的
イ
シ
ュ
ー
の
危
険
性
（
多
義
性
）
も
含
め
て
、
訳
出
・
公
刊
す

る
営
為
自
体
に
積
極
的
な
意
義
が
こ
め
ら
れ
た
書
物
な
の
だ
。

第
三
に
刊
行
さ
れ
た
の
は『
物
語

北
京
歴
日
』で
、M

o
m
en
t
in
P
ekin
g

の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
か
、
藤
原
邦
夫
に
よ
る
「
序
」

に
は
、
本
書
の
意
義
が
簡
潔
か
つ
集
約
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

友
邦
と
し
て
の
支
那
を
知
悉
す
る
こ
と
極
め
て
剴
切
な
る
今
日
、

ち

し
つ

が
い
せ
つ

こ
の
東
洋
人
の
手
に
成
る
文
学
的
傑
作
が
広
く
日
本
の
読
書
界
に
迎

へ
ら
れ
て
、
こ
ゝ
に
暖
か
き
理
解
と
多
く
の
示
唆
と
の
汲
み
取
ら
れ

ん
こ
と
を
、
筆
者
は
心
か
ら
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。（
四
頁
）

総
じ
て
、『
北
京
の
日
』、『
北
京
好
日
』
と
も
共
通
す
るM

o
m
en
t
in

P
ekin
g

（
邦
訳
）
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
と
は
、
右
に
言
及
さ
れ
た
①
現
在

の
時
局
下
に
お
け
る
中
国
理
解
の
た
め
の
情
報
源
、
②
東
洋
人
に
よ
る
中

国
表
象
、
③
文
学
的
価
値
、
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ

に
、
④
読
み
手
の
解
釈
に
委
ね
ら
れ
た
、
日
中
戦
争
に
関
わ
る
林
語
堂
の

ス
タ
ン
ス
が
か
け
あ
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、M

o
m
en
t
in
P
ekin
g

及
び
そ
の

三
種
の
翻
訳
書
は
、
昭
和
一
五
年
に
お
い
て
問
題

機

機

と
な
っ
た
の
だ
。

こ
う
し
た
、
邦
訳
さ
れ
たM

o
m
en
t
in
P
ekin
g

に
通
底
す
る
パ
ラ
テ
ク

ス
ト
に
よ
る
同
書
の
意
味
づ
け
‐
受
容
の
方
向
づ
け
を
確
認
し
た
上
で
、

日
中
戦
争
に
関
わ
る
翻
訳
の
問
題
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
き
た
い
。

と
い
う
の
も
、
日
中
戦
争
下
に
翻
訳
出
版
さ
れ
たM

o
m
en
t
in
P
ekin
g

は
、《
い
ず
れ
も
、
日
本
側
に
都
合
の
悪
い
と
こ
ろ
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、

戦
後
、
佐
藤
亮
一
訳
に
よ
る
『
北
京
好
日
』
上
下
二
巻
（
一
九
五
〇
・
九
、

ジ
ー
プ
社
）
に
よ
っ
て
完
訳
出
版
さ
れ
た
》
と
い
う
事
情
が
あ
る
か
ら
だ
。

（
８
）
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し
か
も
そ
れ
は
、
時
局
柄
、
日
本
に
都
合
の
悪
い
箇
所
が
省
略
さ
れ
た
と

い
う
程
度
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
竹
内
好
に
い
わ
せ
れ
ば
《
戦
争

中
に
出
た
翻
訳
は
ど
れ
も
、
ひ
ど
い
削
除
で
骨
抜
き
に
な
っ
て
い
る
》
の

だ
。
そ
の
上
で
、
竹
内
は
同
書
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
小
説
は
、
至
極
退
屈
だ
が
、
現
代
史
の
資
料
と
し
て
は
日
本
国

民
が
必
読
す
る
価
値
か
あ
る
。
こ
こ
に
曝
露
さ
れ
て
い
る
日
本
の
侵

略
の
野
蛮
さ
（
と
く
に
密
輸
と
麻
薬
）
は
、
も
し
も
東
京
裁
判
が
な

け
れ
ば
、
今
で
も
私
は
そ
の
真
偽
を
疑
う
か
も
し
れ
な
い
。

（
９
）

戦
後
、
こ
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
翻
訳
状
況
に
つ
い
て
、
し
か
し
昭
和

一
五
年
当
時
の
文
学
場
に
お
い
て
自
明
な
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
三
種

の
翻
訳
書
に
付
さ
れ
た
、
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
の
関
連
箇
所
を
み
て
お
こ
う
。

『
北
京
の
日

下
巻
』
に
付
さ
れ
た
鶴
田
知
也
「
完
訳
に
附
し
て
」
に
は
、

次
の
よ
う
な
翻
訳
方
針
お
よ
び
削
除
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。

訳
文
は
、
平
明
・
流
麗
な
原
文
の
風
韻
を
伝
へ
、
出
来
る
限
り
は
、

そ
れ
に
忠
実
で
あ
ら
う
と
し
た
が
、
作
者
が
．
紅
毛
読
者
の
為
め
に
、

わ
れ

く
に
は
不
必
要
な
説
明
を
試
み
た
所
、
余
り
に
冗
長
で
あ
つ

た
り
、
何
か
と
面
白
く
な
か
つ
た
り
す
る
部
分
数
個
所
を
、
私
の
信

ず
る
所
に
従
つ
て
、
削
除
し
た
。
題
材
が
題
材
だ
け
に
、
原
作
を
傷

け
な
い
程
度
に
、
細
心
の
注
意
を
払
つ
た
の
は
、
時
節
柄
、
当
然
の

処
置
だ
と
考
へ
る
。（
三
頁
）

こ
こ
で
は
、
原
文
に
《
忠
実
》
と
い
う
原
則
が
立
て
ら
れ
な
が
ら
、《
何

か
と
面
白
く
な
か
つ
た
り
す
る
部
分
数
個
所
》
が
、《
私
の
信
ず
る
所
》
に

よ
っ
て
削
除
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
《
時
節
柄
》
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
当
時
の
時
局
‐
文
学
場
に
よ
る
目
に
み
え
な
い
圧
力

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

と
も
と
れ
る
が
、
今
日
に
お
い
て
は
、《
日
本
政
府
に
不
名
誉
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
描
写
を
そ
の
ま
ま
訳
し
て
は
い
な
い
》・《
訳
者
に
よ
っ
て
驚
く

べ
き
削
除
や
歪
曲
が
行
わ
れ
た
》
と
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
。

（

）

つ
づ
い
て
、『
北
京
好
日
』
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
。
第
二
部
に
、
次

に
引
く
四
季
書
房
「
本
書
の
題
名
に
つ
い
て
」
が
配
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
上
梓
に
当
つ
て
、
一
宇
一
句
も
忽
せ
に
せ
ず
、
真
に
文
字
通

り
彫
身
鏤
骨
の
良
心
的
な
仕
事
を
さ
れ
た
訳
者
御
一
同
に
深
甚
な
敬

意
と
感
謝
を
捧
げ
た
い
。
出
版
戦
国
時
代
の
今
日
に
於
て
、
弊
社
も

亦
営
業
上
の
制
約
か
ら
十
二
分
の
時
間
を
も
つ
こ
と
の
出
来
な
か
つ

た
の
は
心
残
り
で
あ
る
。
翻
訳
上
多
少
不
備
な
点
に
つ
い
て
は
弊
社

に
も
そ
の
責
の
一
半
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。（
二
‐
三
頁
）

こ
こ
で
は
、
訳
者
へ
の
謝
辞
と
、
時
間
の
制
約
に
よ
る
《
翻
訳
上
多
少

不
備
な
点
》
を
自
社
の
責
任
と
認
め
つ
つ
、《
完
訳
と
い
ふ
言
葉
の
許
さ
れ

る
範
囲
に
於
て
は
、
こ
の
書
を
完
訳
と
し
て
世
に
送
る
に
躊
躇
す
る
も
の

で
は
な
い
》
と
い
う
。
同
じ
く
第
二
部
に
「
序
」
を
寄
せ
た
訳
者
の
中
村

雅
男
も
、《
御
協
力
を
賜
つ
た
諸
氏
（
小
野
忍
氏
・
陳
文
彬
氏
／
引
用
者

注
）
の
他
に
、
出
版
者
側
の
異
常
に
良
心
的
な
準
備
を
得
て
、
少
く
と
も
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訳
者
自
身
と
し
て
は
不
可
解
な
箇
所
、
も
し
く
は
調
査
洩
れ
等
は
殆
ど
全

部
解
決
し
た
》（
四
‐
五
頁
）
と
、
出
版
社
の
姿
勢
と
併
せ
て
翻
訳
の
完
成

度
を
誇
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
第
三
部
に
な
る
と
歯
切
れ
は
悪
く
な
る
。
第
三
部
に
付
さ
れ

た
、
松
本
正
雄
「
序
に
代
へ
て
」
に
は
次
の
一
節
が
読
ま
れ
る
。

な
ほ
、
本
巻
は
前
述
の
や
う
に
、
そ
の
後
半
に
於
い
て
日
支
事
変

勃
発
後
の
生
々
し
い
事
実
を
背
景
と
し
て
ゐ
る
。
従
つ
て
現
在
ま
だ

発
表
を
差
控
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や
う
な
個
所
が
少
な
く
な
か
つ

た
。
削
除
は
、
文
字
通
り
避
け
ら
れ
る
だ
け
は
避
け
た
積
り
で
あ
る

が
、
ど
う
し
て
も
削
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
も
、
そ
の
決

定
ま
で
に
は
相
当
の
配
慮
と
用
意
と
が
払
は
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

面
倒
な
仕
事
は
全
部
八
重
樫
昊
、
大
島
辰
雄
両
氏
が
引
受
け
て
下
さ

つ
た
の
で
あ
る
。（
三
頁
）

こ
こ
で
はM

o
m
en
t
in
P
ekin
g

の
記
述
を
、
当
時
の
時
局
‐
文
学
場
と

の
関
係
上
、
や
む
を
え
ず
《
削
除
》
し
た
こ
と
が
、《
面
倒
な
仕
事
》
と
し

て
そ
の
担
当
者
名
と
併
せ
て
言
明
さ
れ
て
い
る
。
し
て
み
れ
ば
、
書
肆
が

打
ち
だ
し
た
《
完
訳
》
は
割
り
引
い
て
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
同
書
各
巻
に
は
新
居
格
に
よ
る
林
語
堂
紹
介
文
が
付
さ
れ
て
い

る
。
第
一
部
に
付
さ
れ
た
「
林
語
堂

人
及
び
思
想
」
に
は
、
林
語
堂

の
思
想
が
《
共
産
主
義
で
も
な
く
、
反
動
で
も
な
い
。
そ
し
て
そ
の
中
庸

を
ゆ
く
思
想
、
物
の
見
方
は
リ
ベ
ラ
ル
で
、
支
那
の
政
治
に
対
す
る
失
望

か
ら
古
い
支
那
に
固
有
の
自
然
発
生
的
な
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
さ
へ
思
惟
的

に
は
傾
倒
す
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
》
と
紹
介
さ
れ
た
上
で
、《
彼
は
今
の
抗

日
青
年
達
に
ど
れ
だ
け
受
け
て
ゐ
る
も
の
か
、
そ
れ
は
分
ら
ぬ
。
む
し
ろ

受
け
て
は
ゐ
な
い
と
見
て
事
実
》、
な
ぜ
な
ら
林
語
堂
は
《
コ
ム
ミ
ユ
ニ
ス

ト
で
は
な
い
か
ら
》（
四
二
三
頁
）
と
言
及
さ
れ
て
も
い
る
。

第
二
部
に
付
さ
れ
た
「
林
語
堂

そ
の
中
庸
性
に
つ
い
て
」
で
も
、

新
居
は
《
彼
の
思
想
の
中
庸
性
と
は
、
す
べ
て
の
支
那
思
想
に
対
し
て
の

中
庸
性
で
あ
り
、
欧
米
の
凡
ゆ
る
イ
ズ
ム
に
対
す
る
も
同
様
で
あ
る
》（
二

九
七
頁
）
と
述
べ
て
、
林
語
堂
の
政
治
信
条
の
基
底
を
《
中
庸
性
》
に
置

く
。
第
三
部
に
付
さ
れ
た
「
林
語
堂
と
支
那
の
良
識
」
で
、《
林
語
堂
の
抗

日
性
を
強
調
し
た
一
部
の
人
々
は
、
彼
が
同
時
に
共
存
共
栄
の
基
礎
に
立

つ
日
支
提
携
の
時
代
を
尤
も
だ
と
も
考
へ
る
と
い
つ
て
ゐ
る
こ
と
に
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
》（
二
九
一
‐
二
九
二
頁
）
と
注
意
を
促
す
新
居
格
は
、

そ
の
上
で
の
林
語
堂
の
重
要
性
を
改
め
て
説
い
て
い
く
。

今
日
わ
れ
わ
れ
の
責
務
は
、
如
何
に
逞
ま
し
い
日
支
の
平
和
を
構

築
す
る
か
に
あ
る
。
そ
れ
に
は
土
台
の
基
礎
工
事
に
重
き
を
置
か
ね

ば
な
ら
ぬ
。〔
略
〕さ
ら
に
支
那
の
良
識
を
よ
く
知
得
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
意
味
で
林
語
堂
の
著
述
は
参
考
書
に
な
る
も
の
と
い
へ
る
。

（
二
九
四
‐
二
九
五
頁
）

総
じ
て
、『
北
京
好
日
』
と
は
、
日
中
戦
争
に
関
わ
る
第
三
部
の
削
除
を

認
め
つ
つ
も
《
完
訳
》
を
掲
げ
ら
れ
、
新
居
格
の
一
連
の
文
章
に
よ
っ
て
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も
林
語
堂
を
政
治
的
に
脱
色

機

機

す
る
こ
と
で
、
純
粋
に
中
国
理
解
の
た
め
の

重
要
書
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
打
ち
だ
し
た
書
物
だ
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
『
北
京
好
日
』
に
つ
い
て
、
今
日
で
は
《
原
作
に
あ
る
日
本

軍
の
暴
行
や
日
本
の
侵
略
に
つ
い
て
、
鶴
田
訳
で
は
削
除
が
大
量
に
な
さ

れ
て
い
る
が
、『
北
京
好
日
』
の
場
合
は
鶴
田
田
訳
よ
り
削
除
箇
所
が
少
な

く
、
し
か
も
そ
の
削
除
箇
所
が
本
文
中
に
指
示
さ
れ
て
い
る
》
点
が
相
対

的
に
評
価
さ
れ
は
す
る
も
の
の
、《
原
作
を
大
き
く
歪
曲
し
て
い
る
》
点

（

）

に
つ
い
て
は
、『
北
京
の
日
』
同
様
に
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、『
物
語

北
京
歴
日
』
に
つ
い
て
も
み
て
お
く
な
ら
ば
、
藤
原

邦
夫
「
序
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
み
て
と
れ
る
。

元
来
、
こ
の
小
説
は
欧
米
人
を
対
象
と
し
て
英
文
で
書
か
れ
た
関
係

上
、
我
々
に
は
無
用
と
思
は
れ
る
故
事
や
熟
語
に
対
し
て
、
可
な
り

冗
長
な
註
釈
め
い
た
説
明
が
附
け
加
へ
ら
れ
て
あ
る
。
筆
者
は
、
適

宜
こ
れ
を
省
略
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
一
層
こ
の
作
品
の
小
説
的
魅

力
と
構
成
を
緊
密
な
ら
し
め
よ
う
と
腐
心
し
た
。（
四
頁
）

つ
ま
り
は
、
筆
者
の
判
断
に
よ
っ
て
、《
小
説
的
魅
力
と
構
成
》
を
第
一

と
し
つ
つ
、
併
せ
て
《
省
略
》
も
行
っ
た
こ
と
が
言
明
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、M
o
m
en
t
in
P
ekin
g

邦
訳
に
付
さ
れ
た
各
種
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
は
、

邦
訳
書
の
い
ず
れ
も
が
、
原
則
と
し
て
原
文
を
尊
重
し
た
訳
出
で
あ
る
こ

と
、
現
在
の
時
局
下
に
お
い
て
、
中
国
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
重

要
な
概
説
書
で
あ
る
こ
と
、
を
積
極
的
に
意
味
づ
け
て
い
た
。
同
時
に
、

著
者
・
林
語
堂
が
（
日
本
の
国
益
に
反
す
る
）
政
治
的
危
険
人
物
で
は
な

い
こ
と
も
ま
た
、
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
が
示
す
邦
訳
書
の
性
格
で
あ
っ
た
。

Ⅳ
昭
和
一
五
年
、
た
と
え
ば
《
日
本
人
が
中
国
の
実
相
を
知
り
、
中
国
人

が
日
本
の
実
相
を
知
る
こ
と
の
必
要
が
、
現
在
ほ
ど
さ
し
迫
つ
た
こ
と
は

な
い
》
と
い
う
認
識
を
示
す
「
支
那
研
究
書
随
想
」（「
改
造
」
昭
一
五
・

五
）
の
平
野
義
太
郎
は
、《
日
本
人
が
日
本
の
社
会
的
発
展
を
知
る
こ
と
の

必
要
と
同
様
に
、
中
国
人
の
社
会
の
真
相
を
知
り
悉
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
中
国

研
究
は
、
緊
急
で
あ
る
》
と
、
中
国
理
解
の
緊
急
性
を
説
い
て
い
た
。

こ
う
し
た
時
期
、M

o
m
en
t
in
P
ekin
g

に
い
ち
は
や
く
注
目
し
た
の
は

中
野
好
夫
で
あ
る
。
原
文
（
英
語
）
で
同
書
を
読
ん
だ
中
野
は
、「
文
学
と

宣
伝
そ
の
他
（
文
芸
時
評
）」（「
文
藝
」
昭
一
五
・
二
）
に
お
い
て
、《
こ

れ
（M

o
m
en
t
in
P
ekin
g

／
引
用
者
注
）
は
お
よ
そ
最
も
巧
み
に
な
さ
れ

た
、
或
は
も
つ
と
適
切
に
い
へ
ば
、
一
見
最
も
宣
伝
文
学
ら
し
く
な
い
宣

伝
文
学
乃
至
国
策
文
学
》
だ
と
捉
え
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

僕
は
殊
に
今
次
事
変
以
後
の
部
分
で
あ
る
百
頁
ば
か
り
を
精
読
し
て

み
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
小
説
の
形
を
か
り
た
、
ア
メ
リ

カ
人
に
対
す
る
支
那
側
の
今
次
事
変
解
説
書
だ
と
い
ふ
こ
と
が
出
来

よ
う
。
つ
ま
り
作
者
は
物
語
の
運
び
の
合
間
合
間
に
は
実
に
平
易
な
、

そ
し
て
説
得
的
な
事
変
解
説
を
与
へ
る
の
で
あ
る
。〔
略
〕解
説
は
無

論
日
本
へ
の
誹
謗
に
充
ち
た
も
の
だ
。
し
か
も
極
め
て
身
勝
手
だ
。
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（
一
四
一
頁
）

そ
の
上
で
、
中
野
は
《
内
容
の
性
質
上
わ
が
国
に
訳
出
は
困
難
だ
ら
う
》

と
い
う
予
測
を
示
し
つ
つ
、《
も
し
こ
の
作
品
な
ど
が
向
ふ
で
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
で
も
な
つ
た
場
合
（
予
想
さ
れ
な
く
は
な
い
の
だ
）、
そ
の
暗
黙
の

影
響
力
を
考
へ
る
と
実
際
不
快
を
禁
じ
得
な
い
》（
一
四
二
頁
）
と
警
戒
を

露
わ
に
し
て
い
た
。
前
後
し
てM

o
m
en
t
in
P
ekin
g

の
翻
訳
出
版
ラ
ッ

シ
ュ
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
を
う
け
て
、
中
野
は
再
び
筆
を
執
る
。

《
今
の
出
版
現
状
、
殊
に
翻
訳
書
の
無
統
制
振
り
》
を
《
醜
態
》、《
翻

訳
小
説
の
乱
立
時
代
》（
二
三
一
頁
）
と
評
し
て
現
状
を
嘆
く
「
文
学
と
政

治
そ
の
他
（
文
芸
時
評
）」（「
文
藝
」
昭
一
五
・
三
）
の
中
野
は
、M

o
m
en
t

in
P
ekin
g

に
ふ
れ
て
《
あ
ん
な
も
の
を
三
つ
も
出
す
気
に
な
る
心
理
も
諒

解
に
苦
し
む
》
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
つ
づ
け
る
。

も
し
原
作
そ
の
ま
ゝ
で
出
る
も
の
な
ら
ば
ま
だ
多
少
逆
説
的
な
意
味

も
あ
る（
そ
れ
は
前
号
に
書
い
た
）。
だ
が
い
づ
れ
最
後
の
最
も
興
味

あ
る
部
分
は
ズ
タ
ズ
タ
に
切
ら
れ
る
こ
と
は
わ
か
つ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。

〔
略
〕
そ
れ
に
も
つ
と
も
癪
に
障
る
の
は
広
告
の
悪
ど
さ
と
無
定
見

さ
で
あ
る
。
ま
る
で
鬼
の
首
で
も
と
つ
た
や
う
に
ア
メ
リ
カ
で
は
出

版
一
週
間
で
何
十
万
部
と
か
を
売
り
尽
し
た
と
い
ふ
。〔
略
〕明
ら
か

に
作
者
林
語
堂
が
支
那
の
弁
護
の
た
め
に
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
一
般

市
民
の
同
情
を
護
る
た
め
に
、
そ
し
て
日
本
を
た
ゞ
悪
い
者
に
し
て

平
易
に
解
説
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
だ
。〔
略
〕
そ
れ
を
そ
の

ま
ゝ
日
本
へ
持
つ
て
来
る
滑
稽
さ
に
至
つ
て
は
お
臍
の
方
が
茶
を
沸

す
だ
け
だ
。（
二
三
二
‐
二
三
三
頁
）

さ
ら
に
、《
こ
ん
な
不
心
得
な
出
版
書
肆
や
翻
訳
者
は
監
獄
へ
で
も
打

ち
こ
ん
で
置
い
た
ら
い
ゝ
だ
ら
う
》
と
ま
で
語
気
を
荒
げ
た
中
野
は
、
そ

（

）

れ
ゆ
えM

o
m
en
t
in
P
ekin
g

翻
訳
を
め
ぐ
る
言
表
を
喚
起
し
て
い
く
。

《
三
種
出
る
と
や
ら
の
「
北
京
の
日
」
が
先
づ
二
種
現
は
れ
た
》
と
す

る
無
署
名
「
五
行
言
」（「
文
藝
」
昭
一
五
・
五
）
で
は
、《
先
月
、
こ
れ
を

「
排
日
の
書
」
と
烙
印
を
捺
し
、
こ
の
書
の
翻
訳
者
と
出
版
者
と
を
監
獄

に
ぶ
ち
込
む
べ
し
、
と
怒
号
す
る
文
章
が
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
》
こ
と
に

ふ
れ
て
、
次
の
よ
う
な
揶
揄
が
囁
か
れ
も
す
る
。

だ
の
に
、
一
向
お
か
ま
ひ
も
な
く
、
右
の
書
は
発
売
さ
れ
、
広
告
に

よ
る
と
版
を
重
ね
さ
へ
し
て
ゐ
る
。
こ
と
に
よ
る
と
、
あ
の
怒
号
が

売
行
の
お
手
伝
を
し
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ず
、
怒
号
者
た
る
私
設
検
閲

官
の
面
目
も
権
威
も
丸
つ
ぶ
れ
と
い
ふ
わ
け
だ
。（
一
〇
一
頁
）

こ
う
し
た
ゴ
シ
ッ
プ
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
日
本
学
藝
新
聞
」
紙
上
で
は
、

（

）

「
林
語
堂
の
小
説

翻
訳
問
題
異
変
」（
昭
一
五
・
三
・
一
〇
、
二
面
）

と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
る
。
直
接
《
監
獄
》（
中
野
好
夫
）
と
い
う
文
言

に
さ
し
む
け
ら
れ
た
Ｇ
Ｓ
Ｔ
「
誰
が
監
獄
に
入
る
べ
き
か
」
を
は
じ
め
、

出
版
社
・
翻
訳
者
に
よ
る
反
論
が
並
ぶ
。
小
田
嶽
夫
は
「
林
語
堂
は
供
偶

然
性
僑
の
作
家
」
で
、《
偶
然
性
が
多
い
》
と
い
う
技
巧
（
の
み
）
を
論
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じ
て
い
る
が
、
残
り
の
記
事
は
中
野
論
へ
の
直
接
的
な
反
論
で
あ
る
。

四
季
書
房
「
林
語
堂
は
排
日
的
で
は
な
い
」
は
、《
全
体
的
に
見
れ
ば
決

し
て
排
日
的
で
は
な
い
》
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
つ
づ
く
。

し
か
も
、
林
語
堂
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ス
ト
で
は
な
い
。
多
分
に

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
チ
ツ
ク
な
眼
か
ら
見
て
ゐ
る
。
宿
命
的
悲
劇
を
通
じ

て
、
新
し
い
中
国
の
歴
史
が
生
れ
て
く
る
、
さ
う
い
つ
た
と
こ
ろ
に

こ
の
小
説
の
価
値
を
見
る
べ
き
で
、
功
利
性
か
ら
み
る
こ
と
は
間
違

つ
て
ゐ
る
。
／
ま
た
、
中
野
氏
の
い
ふ
や
う
に
、
決
し
て
卑
俗
な
小

説
で
は
な
く
、
頗
る
立
派
な
作
品
で
、
中
国
民
衆
の
生
活
を
知
る
上

に
も
、
む
し
ろ
凡
百
の
著
作
に
ま
さ
る
と
思
ふ
。

ま
た
、《『
北
京
の
日
』
は
、
私
に
い
は
せ
れ
ば
決
し
て
、
抗
日
的
作
品

で
は
あ
り
ま
せ
ん
》
と
い
う
「
中
野
氏
の
時
評
は
奇
怪
千
万
な
り
」
の
伊

藤
隆
文
も
、
次
の
よ
う
に
『
北
京
の
日
』
を
擁
護
し
て
い
く
。

真
の
中
国
民
衆
の
生
活
を
描
き
得
た
点
で
は
、
至
極
公
平
な
立
場
か

ら
な
さ
れ
た
や
う
に
さ
へ
思
は
れ
ま
す
。
ま
た
翻
訳
者
に
も
、
美
し

く
優
れ
た
一
個
の
文
芸
作
品
と
し
て
、
翻
訳
を
果
さ
れ
た
訳
で
、
こ

の
点
に
対
し
て
と
や
角
の
非
難
は
当
を
得
な
い
こ
と
に
思
は
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、M

o
m
en
t
in
P
ekin
g

を
公
刊
し
た
側
の
書
肆
・
訳
者
は
、

そ
の
文
学
性
、
実
用
性
を
主
張
し
て
、
中
野
へ
の
反
批
判
を
く
わ
え
て
い

く
が
、
翻
訳
ラ
ッ
シ
ュ
に
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
同
紙
に
掲

載
さ
れ
た
広
告
「
北
京
好
日

四
季
書
房
刊
」（「
日
本
学
藝
新
聞
」
昭
一

五
・
一
一
・
一
〇
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
。

▽
尚
こ
の
春
刊
行
の
四
季
書
房
は
こ
の
書
の
翻
訳
を
最
初
に
発
表
し
、

訳
名
を
『
北
京
の
日
』
と
し
て
新
聞
諸
雑
誌
に
発
表
し
た
る
に
拘
は

ら
ず
、
出
版
問
題
に
な
り
、『
今
日
の
問
題
社
』
よ
り
特
許
申
請
中

云
々
の
横
槍
を
入
れ
ら
れ
、
止
む
な
く
『
北
京
好
日
』
と
解
題
し
て

発
表
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
の
問
題
社
発
行
の
『
北
京
の
日
』

は
そ
の
翻
訳
が
拙
速
主
義
の
た
め
に
省
略
多
く
、
原
文
を
歪
曲
し
た

個
所
が
不
評
の
的
と
な
り
、
夙
に
不
良
出
版
と
し
て
出
版
会
識
者
の

指
弾
を
う
け
絶
版
を
宣
言
す
る
に
到
つ
た
。
／
ま
た
こ
の
書
は
、
そ

の
内
容
が
中
国
的
現
実
の
如
実
な
描
写
故
に
抗
日
書
な
る
の
中
傷
等

も
見
出
さ
れ
た
が
、
林
語
堂
の
思
想
そ
も
の
が
極
め
て
中
和
的
な
も

の
で
あ
り
且
つ
こ
の
書
の
な
か
に
あ
る
中
国
現
実
の
諸
種
は
わ
が
国

民
の
対
支
認
識
を
深
め
る
点
で
重
要
な
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
る
と

い
ふ
点
で
、
単
純
な
中
傷
の
声
は
夙
に
消
失
し
た
。
か
や
う
な
意
味

で
出
版
界
の
問
題
の
書
の
一
つ
で
あ
る
。（
六
面
）

い
ず
れ
に
せ
よ
、M

o
m
en
t
in
P
ekin
g

が
時
事
性
・
即
時
性
を
要
点
と

し
た
、
日
中
戦
争
期
の
日
本
に
お
い
て
多
義
的
な
意
味
を
孕
ん
だ
問
題
含

み
の
書
物
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
ま
さ
に
《
問
題
の
書
》
で
あ
っ
た
。

な
ら
ば
、
同
書
は
文
学
場
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
た
の
か
。
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こ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
の
同
時
代
評
と
し
て
、
徳
田
秋
聲
・
久
保
田

万
太
郎
・
正
宗
白
鳥
・
廣
津
和
郎
・
里
見
弴
・
宇
野
浩
二
「
文
学
雑
談
」

（「
改
造
」
昭
一
五
・
六
）
に
、
次
の
や
り
と
り
が
み
ら
れ
る
。

里
見

「
北
京
の
日
」
と
い
ふ
の
は
ど
う
な
ん
で
す
。（
宇
野
氏
に
）

君
、
読
ま
な
い
？

正
宗

あ
れ
は
全
然
詰
ら
な
い
。

マ

マ

正
宗

そ
れ
は
支
那
の
事
を
解
る
に
は
い
い
。
支
那
の
生
活
を

さ
う
し
て
そ
れ
は
相
当
上
手
で
せ
う
け
れ
ど
、
し
か
し
、
本
当

に
傑
れ
た
芸
術
を
自
国
語
で
書
か
な
い
で
、
外
国
語
で
書
く
こ

と
は
な
い
と
思
ふ
な
、
あ
の
人
が
。（
三
八
四
頁
）

こ
こ
か
ら
判
断
す
る
限
り
、『
北
京
の
日
』
は
文
壇
の
大
家
た
ち
の
関
心

を
ひ
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
芸
術
性
を
否
認
さ
れ
た
上
で
、
中
国
理

解
の
た
め
の
書
と
し
て
の
み
、
一
定
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
正
期
に
中
国
へ
の
深
い
関
心
を
示
し
た
谷
崎
潤
一
郎
は
、
後

年
の
エ
ッ
セ
イ
「
き
の
ふ
け
ふ
」（「
文
藝
春
秋
」
昭
一
七
・
九
）
で
、《
兎

に
角
わ
れ

く
は
、

殊
に
文
学
に
携
は
つ
て
ゐ
る
者
は
、

支

那
の
現
代
文
学
と
は
如
何
な
る
も
の
か
、
支
那
現
代
の
一
般
読
者
層
は
ど

う
云
ふ
物
を
読
ん
で
ゐ
る
の
か
、
等
々
の
こ
と
に
つ
き
、
も
つ
と

く
好

奇
心
を
持
つ
や
う
に
な
つ
て
も
よ
い
》
と
い
う
見
解
を
示
し
つ
つ
、
鶴
田

知
也
訳
『
北
京
の
日
』
に
論
及
す
る
。
『
北
京
の
日
』
を
評
し
て
谷
崎
は
、

（

）

《
光
緒
年
代
か
ら
現
代
に
亙
る
約
四
十
年
間
の
北
京
生
活
を
描
い
た
一
種

の
紅
楼
夢
で
あ
つ
て
、
そ
れ
以
上
の
何
物
で
も
な
い
》（
一
八
九
頁
）
と
い

う
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
実
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

此
の
小
説
に
扱
は
れ
て
ゐ
る
四
十
年
間
と
云
ふ
も
の
は
、
そ
の
間
に

北
清
事
変
、
日
露
戦
争
、
第
一
次
世
界
戦
争
、
満
洲
事
変
、
支
那
事

変
等
々
の
大
事
件
が
あ
り
、
国
内
で
は
辛
亥
革
命
に
依
つ
て
清
朝
が

覆
滅
し
て
以
来
相
次
ぐ
内
乱
と
督
軍
の
割
拠
時
代
と
を
経
て
蒋
介
石

の
中
央
集
権
に
至
る
と
云
ふ
、
支
那
と
し
て
は
容
易
な
ら
な
い
大
変

動
の
時
代
で
あ
り
な
が
ら
、
此
処
に
描
か
れ
て
ゐ
る
世
界
及
び
そ
こ

に
登
場
す
る
人
物
は
、
不
思
議
に
そ
れ
ら
の
変
動
と
は
大
し
た
関
係

は
な
い
も
の
ゝ
如
く
で
あ
る
。（
一
九
〇
頁
）

総
じ
て
、M

o
m
en
t
in
P
ekin
g

に
つ
い
て
、
同
時
代
の
中
野
好
夫
の
よ

う
に
積
極
的
に
問
題
化
し
た
形
跡
は
、
管
見
の
限
り
み
ら
れ
な
い
。
し
て

み
れ
ば
、
言
表
化
さ
れ
た
限
り
に
お
い
てM

o
m
en
t
in
P
ekin
g

は
、
原
著

の
読
者
や
版
元
が
危
惧
し
た
か
た
ち
読
ま
れ
る
こ
と
は
な
く
、
中
国
理
解

の
概
説
書
に
し
て
話
題
の
一
書
と
し
て
、
受
容
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

†

以
上
の
検
証
か
ら
、M

o
m
en
t
in
P
ekin
g

（
邦
訳
）
が
日
本
の
文
学
場

に
投
げ
か
け
た
、
中
国
と
い
う
要
素
を
考
え
る
際
の
課
題
に
つ
い
て
ま
と

め
て
、
展
望
に
か
え
た
い
（
書
肆
の
特
性
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
支
え
た
読

者
層
や
そ
の
具
体
的
な
受
容
に
つ
い
て
は
、
他
日
を
期
し
た
い
）。

第
一
に
、M

o
m
en
t
in
P
ekin
g

に
つ
い
て
、
一
部
に
は
英
語
原
著
を
読
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み
、
全
文
の
内
容
を
知
っ
て
る
人
が
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

そ
の
全
貌
に
つ
い
て
、
ア
ク
セ
ス
自
体
が
封
じ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
し
、
同
書
の
内
容
に
つ
い
て
の
言
明
も
公
開
さ
れ
て
い
た
。

く
わ
え
て
第
二
に
、
著
者
で
あ
る
林
語
堂
も
含
め
、
日
中
戦
争
が
描
か

れ
たM

o
m
en
t
in
P
ekin
g

（
第
三
部
）
が
、
日
本
の
時
局
下
に
お
い
て
問

題
含
み
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
、
関
係
者
た
ち
は
知
悉
し
て
い
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
に
、
訳
出
・
出
版
時
の
大
幅
な
原
文
の
削
除
、

お
よ
び
、
書
物
に
付
さ
れ
た
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
、
原
著
に
孕
ま
れ

た
政
治
性
は
脱
色
さ
れ
、
中
国
理
解
の
概
説
書
と
し
てM
o
m
en
t
in

P
ekin
g

の
三
種
の
訳
書
は
刊
行
さ
れ
た
（
翻
訳
と
い
う
よ
り
、
別
の
書
物

機

機

機

機

が
つ
く
ら
れ
た
、
と
い
っ
た
方
が
現
状
に
即
し
て
い
る
と
さ
え
い
え
る
）。

第
四
に
、
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
の
文
学
場
に
お
い
てM

o
m
en
t
in
P
ekin
g

は
、
無
害
な
現
代
版
『
紅
楼
夢
』
と
し
て
（
の
み
）
受
容
さ
れ
、
中
国
理

解
を
深
め
る
た
め
の
話
題
の
翻
訳
書
と
し
て
現
象
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

最
後
に
、
三
社
か
ら
の
競
合
翻
訳
・
出
版
が
問
題
に
さ
れ
た
ほ
ど
に
は
、

そ
の
内
容
や
右
の
第
二
～
第
四
に
関
わ
る
争
点
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
中
国
の
現
実
に
つ
い
て
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
新
聞
報
道
や
文
学
者

に
よ
る
報
告
文
学
が
そ
の
情
報
源
と
さ
れ
る
状
況
が
つ
づ
い
て
い
く
。

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

つ
ま
り
、《
翻
訳
の
基
本
的
な
役
割
》
が
《
可
能
性
を
開
く
こ
と

機

機

機

機

機

機

機

機

》
で

（

）

あ
る
な
ら
ば
、M

o
m
en
t
in
P
ekin
g

を
め
ぐ
っ
て
生
起
し
た
事
態
は
、
そ

れ
に
文
字
通
り
逆
行
す
る
、
可
能
性
を
閉
ざ
す
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

今
回
検
証
し
た
ケ
ー
ス
は
、
中
国
と
い
う
要
素
が
時
局
下
の
文
学
場
に

介
入
し
よ
う
と
す
る
時
、
同
時
代
受
容
の
地
平
‐
モ
ー
ド
が
ど
の
よ
う
に

作
動
す
る
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
事
例
を
通
じ
て
文

学
場
も
ま
た
そ
の
規
則
を
整
序
し
て
い
っ
た
だ
ろ
う
。
日
中
戦
争
下
の
文

学
場
に
お
い
て
、
中
国
と
向
き
あ
う
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
こ
の

程
度
に
は
困
難
な
こ
と
な
の
で
あ
り
、
同
時
代
の
文
学
（
活
動
）
は
、
こ

う
し
た
視
点
を
考
慮
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
は
ず
だ
。

注（
１
）

拙
論
「
川
端
康
成
「
高
原
」
連
作
の
同
時
代
受
容
分
析
」（「
国
語

と
国
文
学
」
平
二
七
・
四
）
他
参
照
。

（
２
）
《
供
中
国
僑

を
め
ぐ
る
批
評
的
言
説
は
、
そ
の
批
評
性
の
核
心
に
お

い
て
、
ど
れ
ほ
ど
ま
こ
と
に
批
評
的
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
》（
一
〇
一

頁
）
と
問
う
、
山
崎
正
純
「〈
中
国
〉
を
迂
回
す
る
日
本
の
近
代
」（
同

『
戦
後
供
在
日
僑
文
学
論

ア
ジ
ア
論
批
評
の
射
程
』
平
一
五
・
二
、

洋
々
社
）
に
示
唆
を
受
け
た
。

（
３
）

尾
崎
秀
樹
「
大
東
亜
共
同
宣
言

と
二
つ
の
作
品

「
女
の
一

生
」
と
「
惜
別
」」（「
文
学
」
昭
三
六
・
八
）、
川
村
湊
「「
惜
別
」
論

「
大
東
亜
の
親
和
」
の
幻
」（「
国
文
学
」
平
三
・
四
）、
山
崎
正

純
「
太
宰
治
と
中
国

「
惜
別
」
を
中
心
に
」（「
国
文
学
」
平
一

一
・
六
）。

（
４
）

河
村
昌
子
「
戦
時
下
日
本
に
お
け
る
林
語
堂
の
邦
訳
」（「
千
葉
商
大

紀
要
」
平
一
九
・
一
二
）、
五
八
頁
。

（
５
）

飯
田
吉
郎
「
現
代
中
国
文
学
の
紹
介
に
つ
い
て

プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
者
よ
り
見
た

」（「
東
洋
大
学
紀
要
」
昭
三
三
・
二
）、
拙

論
「
昭
和
一
〇
年
代
に
お
け
る
魯
迅
受
容
一
面

佐
藤
春
夫
・
中

野
重
治
・
小
田
嶽
夫

」（「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
平
二
二
・
七
）
参

照
。

（
６
）

パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
『
大
地
』
に
関
し
て
、
足
立
節
子
「
パ
ー
ル
・
バ
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ッ
ク
『
大
地
』
が
形
成
し
た
中
国
観

一
九
三
〇
年
代
の
ア
メ
リ

カ
と
日
本
の
対
比

」（「
比
較
文
学
研
究
」
平
一
〇
・
二
）
参
照
。

（
７
）

佐
藤
亮
一
「
訳
者
の
こ
と
ば
」（
林
語
堂
／
佐
藤
亮
一
訳
『
北
京
好

日

上
巻
』
昭
二
五
・
九
、
ジ
ー
プ
社
）、
一
頁
。
併
せ
て
、
魚
返
善

雄
「
林
語
堂
「
北
京
好
日
」」（「
国
文
学
」
昭
二
六
・
九
）、
高
畑
常
信

「
中
国
の
旧
社
会
を
描
い
た
林
語
堂
『
北
京
好
日
』
の
構
成
」（「
徳
島

文
理
大
学
比
較
文
化
研
究
所
年
報
」
平
二
三
・
三
）
も
参
照
。

（
８
）

石
﨑
等
「
越
境
の
報
道
学

「
日
支
事
変
」
と
従
軍
作
家
た
ち

（
Ⅰ
）」（「
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
」
平
一
七
・
一
一
）、
三

一
頁
。

（
９
）

竹
内
好
「
佐
藤
亮
一
訳
『
北
京
好
日
』」（「
図
書
新
聞
」
昭
二
五
・

九
・
二
〇
／
引
用
は
『
竹
内
好
全
集

第
三
巻
』
昭
五
六
・
三
、
筑
摩

書
房
）、
一
七
八
頁
。

（

）

崔
海
燕「
谷
崎
潤
一
郎
の
読
ん
だ
林
語
堂
のM
o
m
e
n
t
in
P
e
k
in
g

」

10

（「
比
較
文
学
」
平
二
一
）、
五
三
頁
。

（

）

注（

）に
同
じ
、
五
八
頁
。

11

10

（

）

後
に
な
っ
て
も
、
中
野
好
夫
は
「
出
版
文
化
の
育
成
」（「
中
央
公
論
」

12

昭
一
七
・
六
）
で
、《
原
書
は
歴
然
た
る
排
日
小
説
を
、
な
ん
と
勝
手

に
親
日
小
説
に
改
変
し
て
ま
で
、
国
辱
的
広
告
に
血
道
を
上
げ
る
の
だ

か
ら
、
実
際
な
ん
と
も
挨
拶
の
言
葉
も
な
か
つ
た
》（
一
七
二
頁
）
と
、

当
時
の
翻
訳
状
況
を
批
判
し
て
い
る
。

（

）

同
紙
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
「
林
語
堂
著
供
北
京
の
日
僑
上
巻
」（
昭
一

13

五
・
二
・
一
〇
）
に
は
、《
才
人
林
語
堂
の
中
国
解
剖
は
日
本
人
の
中

国
認
識
大
い
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
ぬ
。
そ
の
意

味
で
こ
の
小
説
は
小
説
と
し
て
で
は
な
く
、
隣
邦
の
民
衆
と
の
握
手
の

た
め
の
理
解
を
助
け
る
好
著
で
あ
ら
う
》（
六
面
）
と
い
う
鶴
田
知
也

の
文
章
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

（

）

谷
崎
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
西
原
大
輔
『
谷
崎
潤
一
郎
と
オ
リ
エ
ン

14

タ
リ
ズ
ム

大
正
日
本
の
中
国
幻
想
』（
平
一
五
・
七
、
中
央
公
論
新
社
）、

宮
内
淳
子
『
谷
崎
潤
一
郎

異
境
往
還
』（
平
三
・
一
、
国
書
刊
行
会
）

参
照
。

（

）

ヘ
ル
マ
ン
ス
・
テ
オ
／
佐
藤
＝
ロ
ス
ベ
ア
グ
・
ナ
ナ
訳
「
翻
訳
者
、

15

声
と
価
値
」（
佐
藤
＝
ロ
ス
ベ
ア
グ
・
ナ
ナ
編
『
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ

ン
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
平
二
三
・
一
〇
、
み
す
ず
書
房
）、
四
頁
。

※
本
研
究
は
科
研
費
・
若
手
研
究
（
Ｂ
）（23720103

）
の
助
成
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。
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